
　
内
閣
府
が
実
施
し
た
「
令
和
３
年
度
　
青
少
年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」
の
結
果
に

よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
、
ネ
ッ
ト
）
を

利
用
し
て
い
る
高
校
生
は
、
99
・
２
％
と
ほ
ぼ
全
員

で
、
利
用
機
器
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
98
・
５
％

と
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
高
校
生

に
と
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ネ
ッ
ト
利
用
は

日
常
的
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
、２
０
２
０
年
７
月
、
文

部
科
学
省
は
、「
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
取
扱

い
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」
を
出
し
、
学
校
や
教
育

委
員
会
の
携
帯
電
話
に
関
す
る
取
り
組
み
の
基
本
事

項
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
校
に
お
け
る
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
や
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
等
に
関
す

る
取
り
組
み
の
徹
底
、
保
護
者
に
携
帯
電
話
の
利
用

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
も
示
し
、
そ
れ
ら

を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
学
校

に
お
け
る
携
帯
電
話
等
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
基
本

方
針
を
定
め
、
生
徒
及
び
保
護
者
に
周
知
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
公
立
学
校
で
は
教
育
委
員
会
が
示
し

た
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、
私
立
学
校
で
は
学
校
ご

と
に
基
本
方
針
を
策
定
し
、
指
導
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
し
て
重
大
事
案
が
起
こ
り
や

す
い
の
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
で
す
。
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

インターネット利用でのトラブルを防ぐ

生徒への情報モラルやネットリテラシーの教育を充
実させる。

ネット上の誹謗・中傷等の書き込みを削除依頼する方
法や、相談窓口の情報を、生徒や保護者に周知する。

学校が配備する端末には、フィルタリング機能をつ
ける。

保護者が子どもへの教育の責任を果たせるよう、イン
ターネットの利用等に関する必要な知識を啓発する。

学校
危機管理
基 礎 講 座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
11
回
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
携
帯
電
話
等
の

取
り
扱
い
の
基
本
方
針
を
定
め
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

学
校
が
不
適
切
な
書
き
込
み
の
削
除
方
法
を

把
握
し
、
生
徒
や
保
護
者
に
も
周
知
し
て
お
く
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

で
、
特
定
の
生
徒
に
つ
い
て
の
誹
謗
・
中
傷
や
個
人

情
報
を
書
き
込
ん
だ
り
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
投

稿
す
る
嫌
が
ら
せ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
該
当
し

ま
す
。
文
部
科
学
省
の
21
年
度
の
調
査
で
は
、
高

校
で
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
件
数
は
２
４
５
４
件
で
、

い
じ
め
全
体
の
約
17
％
で
し
た
（
＊
１
）。
匿
名
で

書
き
込
め
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
の
特
性
上
、
生
徒
が
い

じ
め
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
や
す
く
、
被

害
が
短
期
間
で
深
刻
化
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

書
き
込
み
が
多
数
の
サ
イ
ト
に
拡
散
し
て
し
ま
う

と
、
完
全
に
削
除
す
る
の
が
難
し
く
な
り
、
い
つ
ま

で
も
ネ
ッ
ト
上
に
残
る
こ
と
も
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
書
き
込
み
は
、
第
三
者
が
閲
覧
で
き
な
い
場
で
行

わ
れ
や
す
い
の
で
、
実
態
を
把
握
し
て
効
果
的
な
対

策
を
講
じ
る
の
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
が
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
教
育
委
員
会
や
学

校
が
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
こ
と
で
、
早
期

発
見
に
成
功
し
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

非
公
開
の
場
で
の
書
き
込
み
を
発
見
す
る
こ
と
は
難

し
く
て
も
、
ネ
ッ
ト
上
の
行
動
を
見
守
っ
て
い
る
と

周
知
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
・
中
傷
や
個
人
情
報
な
ど
は
、

サ
イ
ト
内
に
設
置
さ
れ
た
違
反
報
告
の
フ
ォ
ー
ム
や

メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
サ
イ
ト
運
営
者
に
削
除
を

依
頼
で
き
ま
す
。
ま
た
、被
害
者
と
そ
の
保
護
者
は
、

書
き
込
み
の
削
除
な
ど
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に

あ
た
り
、
法
務
局
等
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
図
）。
生
徒
や
保
護
者
に
関
係
機
関
の
取
り

組
み
を
周
知
し
て
お
き
、
被
害
に
遭
っ
た
際
に
速
や

か
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
の
配
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、学
校
が
配
備
し
た
端
末
は
、

家
庭
で
使
用
す
る
場
合
で
も
、
学
校
の
管
理
下
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
端
末
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
予
防
策
と
し
て
は
、
情
報
モ
ラ

ル
と
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
マ
ル
チ
商
法
に
よ

る
被
害
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
な
ど
、
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に

な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
重
要
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
未
成
年
者
で
あ
れ
ば
可
能
だ
っ
た
契
約

の
取
り
消
し
は
、
18
歳
に
な
る
と
で
き
な
く
な
る
の

で
、
生
徒
は
自
分
で
正
し
く
判
断
し
、
自
分
の
身
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
護
者
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ネ
ッ
ト
利
用
に

関
す
る
啓
発
活
動
も
、充
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
子
ど

も
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
し
て
い
る

保
護
者
の
管
理
下
に
あ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
は
、
18
歳

未
満
の
使
用
で
は
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
２
）。

し
か
し
、高
校
生
の
利
用
率
は
、約
３
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
（
＊
３
）。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
利
用
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
う
な
ど
、
保

護
者
が
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
も
、

学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

書き込みの内容を確認し、記録
•スクリーンショットや PDF、プリントアウトなどで画面を保存
（書き込みの日時や URL、誹謗・中傷までの流れが分かるようにする）

サイト運営者に削除を依頼

掲示板のプロバイダに削除依頼

最寄りの警察や法務局、総務省（違法・有害情報相談センター）に相談

ネットいじめの発見
• 生徒や保護者などからの相談　• 教育委員会や学校によるネットパトロール

削除依頼の方法が分かる場合

サイト運営者が分かる場合 サイト運営者が分からない場合

削除依頼の方法が分からない場合

削除されない場合

削除されない場合

図　 インターネット上の誹謗・中傷等の書き込みを削除する流れ

＊１　「令和３年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」（2022 年 10 月）による。ネットいじめは、「パソコンや携
帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる」の件数。　＊２　2018 年、18 歳未満の青少年がスマートフォンの契約・機種変更をする際に、携帯電話事業
者がフィルタリングの設定をすることが義務化された。　＊３　「我が国における青少年のインターネット利用に係るフィルタリングに関する調査」（2021 年
4 月）による。

被害者等から協力を求められた法務局等は、インターネット上の書き込みによる
人権侵害について、被害者等にプロバイダ等への削除依頼等の具体的な方法を助
言し、また、プロバイダ等に当該情報の削除を要請する。ただ、海外のプロバイ
ダを経由して拡散した場合、情報の削除依頼には多額の費用が必要となり、時
間もかかる。　※坂田教授の提供資料と取材、総務省「インターネットトラブル事例集
（2022 年版）」を基に編集部で作成。

情
報
モ
ラ
ル
と
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の

教
育
が
ま
す
ま
す
重
要
に
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